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葉病菌（A. alternata apple pathotype、落葉病菌）を題材として、G蛋白質αサブユニット（G
α）遺伝子のクローニングと機能解析を試みた。糸状菌Gα遺伝子の保存領域からデザイン
したプライマーによるPCR法を用いて、落葉病菌からGα遺伝子断片をクローニングし、ゲ
ノムライブラリーをスクリーニングすることによりGα遺伝子全長を単離した（AGA1と命
名）。AGA1はGαiファミリーに属していた。サザンおよびPCR解析の結果、AGA1は病原
性および非病原性A. alternata各菌株に広く分布していることが明らかとなった。さらに、遺
伝子ターゲッティングによりAGA1破壊株を作出しその性状を解析した結果、破壊株ではコ
ロニー形態、胞子形成能および形態が野生株と異なっていた。また、感染器官形成に関して、
野生株では胞子周縁からランダムに形成される発芽管が、胞子両端から１～２本形成された
のみであった。また、野生株と比較して発芽管の分枝は著しく減少し、直線的に伸長した。
AGA1破壊株のAM毒素生産能は野生株と同等であったが、宿主リンゴ葉上における形成病
斑数は減少した。また、AGA1破壊株においては、細胞内cAMP濃度が野生株と比較して増
加していたことから、アデニル酸シクラーゼを負に制御することが示唆された。以上の結果
より、AGA1は本菌の形態形成過程に関与し、病原性にも影響を及ぼすことが明らかとなっ
た。 
 
 
